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15）東京地判昭和35年10月19日判時241号 2 頁、東京高判昭和38日11月 4 日判時351号11頁、最大判昭和42



















































































48）東京地判昭和53年 9 月25日判時907号24頁、東京高判昭和56日 4 月23日判時1000号61頁。
49）その他、「目黒慰癈院」「回春病院」「バルナバ・ホーム、パルナラ病院」「身延深敬病院」などが存在
した。おかのゆきお『林文雄の生涯　救癩使徒行伝』pp.4-8（新教出版社1974）などに、私立らい病
院の誕生の詳細が述べられている。
50）私見となるが、もちろん少菌型の患者が症状の進行がなく就労していた場合には、周囲の者も経験則上、
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感染しないということを理解していた例もあったものと考えるが、それらの検討は別稿に譲る。
51）神山復生病院百年史編集委員会編、前掲18）pp.157-164。
52）神山復生病院百年史編集委員会編、前掲18）p.158。
53）阿部、前掲46）p.69。
54）阿部、前掲46）pp.76-77。
55）村上、前掲 1）p.42。
56）成田稔「絶対隔離時代におけるハンセン病患者の生きざま」桜沢房義・三輪照峰編『柊の垣はいらない』
pp.337（世界ハンセン病友の会1995）。
57）朝日新聞2016（平成28）年 2月16日朝刊、朝日新聞2016（平成28）年 3月30日朝刊など。
58）朝日新聞2016（平成28）年 4月26日朝刊など。
59）樋口陽一『司法の積極性と消極性』pp.48-51（有斐閣1978）。
60）ハンセン病患者であった藤本松夫が1953（昭和28）年 8月29日に熊本地裁出張裁判で死刑判決を受け、
控訴、上告ともに棄却された事件。藤本事件は冤罪の疑いが強く再審請求中であったが、1962（昭和
37）年 9月15日に死刑が執行された。全国ハンセン病療養所入所者協議会編『復権の日月』pp.37-39（光
陽出版社2001）。
61）厚生省「昭和三十五年度らい予防事務担当者打合会会議資料」。この資料はおそらく当時の内部資料
と思われるが、本稿は特に「未収容患者数調」に注目した。
62）成田稔『日本の癩〈らい〉対策から何を学ぶか』p.26など。
63）医学
4 4
水準とは「学会レベルで正当なものとして承認されているものであり、その当時における医学の
最先端の水準を示すものであり、学問として医学が到達した水準を示すもの」とする一方、混同しや
すい医療
4 4
水準は「具体的な医療行為について医師の注意義務の存否を考える場合に、その判断のもと
となる注意義務の基準をどの水準におくべきかという問題」とされる。植木哲・他『医療判例ガイド』
p.296（有斐閣1996）。
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